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【締切日 12月 8日 (金)】

シンポジウム（13：00 ～ 17：00）

防災・減災啓発展示等 （12：30 ～ 17：00）

●防災科学技術研究所による
　陸海統合地震津波火山観測網「MOWLAS」の紹介

●みえ防災・減災センターや三重県の取組紹介

お問い合わせ
お申し込み先
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お申し込み先 ☎：059-231-5694　 FAX：059-231-9954 　 E-mail：bosai@crc.mie-u.ac.jp☎：059-231-5694　 FAX：059-231-9954 　 E-mail：bosai@crc.mie-u.ac.jp

〒514-8507　津市栗真町屋町1577
三重大学　地域イノベーション
　　　　　研究開発拠点Ａ棟３階

〒514-8507　津市栗真町屋町1577
三重大学　地域イノベーション
　　　　　研究開発拠点Ａ棟３階

主催｜三重県・三重大学  みえ防災・減災センター、三重県、三重大学　　　               共催｜南伊勢町　　　           

・・
　三重県では、 昭和東南海地震が発生した１２月７日を 「　　　　　　　　　　　　　　　　 」 と定めて、

県民の皆さんに地震 ・ 津波に対する理解を深めていただくことを目的としたシンポジウムを毎年開催

しています。

　今回のシンポジウムでは、 南伊勢町において 「高齢化地域での津波避難」 をテーマとし

た講演やパネルディスカッションを行います。
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 みえ地震 ・ 津波対策の日 みえ地震 ・ 津波対策の日

　東日本大震災において「釜石の奇跡」として評
価された釜石東中学校の防災学習に震災以前
より協力。震災当時は町内会長を務め、住民の
避難行動を率先。現在は、大震災かまいしの伝
承者として震災時の教訓を語り継ぎ、釜石観光
ガイド会会長として防災教育の発信に努めてい
る。

入場無料（先着 200名）　手話通訳 あり事前に参加申込みをお願いします。

場所：多目的ホール　ロビー

みえみえ

地震地震
津波津波対策の日シンポジウム対策の日シンポジウム

３  被災体験者による語り

２  みえの防災大賞表彰式

５  パネルディスカッション

パネリスト

コーディネーター

高齢化地域での津波避難を考える

１  開会挨拶

川口　淳

（前 掲）

高齢化社会での津波避難 
～先人の教訓『命てんでんこ』の
　　　　　　     　　    共有と実践～

瀬 戸　元
（岩手県釜石市両石町内会 元会長　大震災かまいしの伝承者）

立木　茂雄

６  閉会挨拶

南伊勢町長　　上村　久仁
三重県知事　　一見　勝之

プレゼンター　　　三重県知事　一見　勝之

語り部
せ　    と　　     はじめ

川口　淳

（三重大学大学院工学研究科　准教授、
　三重大学地域圏防災・減災研究センター副センター長）

４  基調講演
誰一人取り残さない防災を目指して

立木　茂雄（同志社大学社会学部　教授）講 師

プロフィールプロフィール

濱地　智視

梅谷　忠一
浦和　真次郎

プロフィールプロフィール
　専門は福祉防災学・家族研究・市民社会論。とくに大災害から
の長期的な生活復興過程の解明や、災害時の要配慮者支援の
あり方など、社会現象としての災害に対する防災学を研究してい
る。

瀬戸　元

（前 掲）

（前 掲）
（南伊勢町 防災安全課 課長）

（南伊勢町身体障がい者福祉会 会長）
（南伊勢町古和浦区 区長）

写真：みえ災害ボランティア支援センター提供写真：みえ災害ボランティア支援センター提供写真：みえ災害ボランティア支援センター提供

ふれあいセンターなんとう　多目的ホールふれあいセンターなんとう　多目的ホール ( 度会郡南伊勢町村山1132-1)( 度会郡南伊勢町村山1132-1)

た  つ き　　　   し  げ  お

アドバイザー



会  場  案  内 注  意  事  項

南伊勢町 に「大雨」「洪水」または「暴風」

警報が発表されているとき、県内に震度５

弱以上の地震が観測されたときは、シンポ

ジウムを中止する場合があります。

【ＦＡＸ・郵送】

 以下の「参加申込書」に必要事項を記入し、下記ＦＡＸ番号または住所までお送りください。

申  込  方  法

https://www.midimic.jp/

【Web フォーム】

・こまめな手洗いや手指消毒、場面に応じ

たマスク着用などにご協力ください。

・当日の体調等には十分にご留意いただ

き、ご参加ください。

当シンポジウムは、適切な感染防止対策を
行ったうえで開催します。

先着順のため締切日前に申込受付を終了する

場合がありますので、ご了承ください。受付

終了や中止の場合、みえ防災・減災センター

公式サイト                            で

お知らせします。

【締切日  12月  8日（金）】

みえ地震・津波対策の日シンポジウム　参加申込書

〒514-8507  津市栗真町屋町 1577　三重大学 地域イノベーション研究開発拠点 A 棟 3 階　みえ防災・減災センター
E-mail：bosai@crc.mie-u.ac.jp　　　　　　FAX：059-231-9954

※複数人でご参加の場合は、代表者欄に「〇」を入れ、電話番号を必ずご記入ください。

　ご記入いただいた個人情報につきましては、当シンポジウムでのみ使用し、その他の目的で利用することはありません。

代表者電話番号  ※必須 代表者 E-mail ※任意記入氏　名

障がいをお持ちなど、会場近くの駐車スペース
を希望される場合は「〇」をお願いします。

●出演者へ聞いてみたいこと  ※任意記入（シンポジウムの進行によっては、質疑応答を省略させていただくことがありますので、予めご了承ください。）

駐車場に限りがありますので、 可能な限り乗り合わせでお越しください。 また、 少し距離

のある駐車場をご案内することもありますので、 お時間には余裕をもってお越しください。

・ 当日は誘導員を配置することがありますので、 その場合は指示に従ってください。

・ 障がいをお持ちなど、 会場近くの駐車スペースを希望される場合は下記申し込み欄

　 に 「〇」 を記入してください。

代表者 ふりがな

←こちらを読み取ってお申込みください。URL は下記です。

受講決定の通知は行いませんので、ご来場の際に受付でお名前をお申し出ください。

https://forms.gle/HNLqWuSp5gHMBy83A


